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当然のことながら、リーダーは、No-Lose対立解決法を効果的に使用する方法を学ぶ努力

をする前に、その解決法の利点を知りたいでしょう。最初に、このNo-Lose対立解決法に

はトレードオフが伴うことを強調しなければなりません。概念化することは簡単ですが、

この対立解決法を適用する能力を獲得することは容易ではありません。多くの場合、2つ

のWin-Lose対立解決法よりも適用には時間がかかります。そして、リーダーがそれを使用

するときに遭遇する特別な問題があります。私は後ほどこれらの問題を取り上げます。ま

ず、No-Lose対立解決法の利点は何でしょうか? 

 

決定を実行するためのコミットメントの向上 

 

誰もが、その決定の策定に参加する機会があったため、決定を実行するという強いコミ

ットメントを感じた経験があるでしょう。意思決定プロセスに発言権があると、他の誰か

が一方的に決定を下すよりも、どういうわけか決定を実行する動機が高くなります。心理

学者はこの常識的な考えを「参加の原理」と呼んでいます。それは、人々が問題解決プロ

セスに参加し、相互に受け入れられる解決策を開発するとき、それが「彼らの」決定であ

ると感じるというよく知られた現象を確認します。彼らは決定を形作るのを助ける責任が

あったので、彼らはそれが機能することを確認する責任を感じています。 

 

この責任感やコミットメントの高まりは、決定に従わせるように強制するというリーダ

ーの労力が不要になることを意味します。私が以前に指摘したように、リーダーが警官を

演じる必要性が少なくなります（L.E.T.の書籍を参照のこと）。明らかに、これによりリ

ーダーの時間が節約され、より「生産的な仕事」の時間が増えて活用できるようになりま
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す。関連する利点は、組織の効率が向上することです。決定が下されると、それは実行さ

れます。対立が解決されると、解決されたままになります。 

 

より質の高い意思決定 

 

メソッドⅢは、対立に関与するすべての当事者の創造性、経験、および頭脳を必要とし

ます。したがって、この方法では、多くの場合、高品質の決定が得られます。「三人寄れ

ば文殊の知恵」は、双方（またはすべて）の当事者のニーズを正確に表す必要があるため

、対立解決において特に理にかなっています。また、両当事者が解決策を生み出すプロセ

スに参加しているため、より多くの創造的な解決策をブレーンストーミングする可能性が

あります。最後に、どの解決策がニーズに最も適しているかを判断できるように、双方の

当事者が参加する必要があります。 

 

例えば、私と私の子供の一人（または私の妻、または私のグループメンバーの一人）と

の間の対立を、彼らの積極的な参加なしに解決しようとすることは考えられません――彼

らがニーズを述べ、私のニーズを理解し、彼らが解決策を提案し、私の解決策を聞き、彼

らの経験に基づいて各解決策を評価し、私自身の経験に基づいて私も評価します。私が他

の人と対立していることに気付いたとき、私たちは誰も負けずにその対立から抜け出す方

法を彼らの助けを借りて見つけ出すことができます。そのような助けがあれば、私は完全

に自分だけで選択した解決策よりもはるかに解決策のクオリティが信頼できます。 
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